
京都市山科区民まちづくり会議要綱 

                          

（目 的） 

第１条 山科区基本計画（以下「計画」という。）について、区民、地

域団体、企業、事業者、大学及び行政等の「共汗・協働」による山科

ならではの地域力を活かしたまちづくりの実現に向け、専門的な見地

及び区民の立場から幅広く意見を求めることを目的として、山科区民

まちづくり会議（以下「まちづくり会議」という。）を開催する。 

 

（内 容） 

第２条 まちづくり会議で意見を求める内容は次のとおりとする。 

（1）計画の策定に関すること。 

(2) 計画全体の進行管理に関すること。 

(3) 計画に掲げる取組の進ちょく評価に関すること。 

(4) 計画に掲げる取組の達成評価に関すること。 

(5) 持続可能なまちづくり支援事業の推進に関すること。 

(6) その他計画の推進に関すること。 

 

（委 員） 

第３条 まちづくり会議に参加する委員は、次に掲げる者のうちから、

山科区長（以下「区長」という。）が依頼する。 

（1）関係行政機関の職員 

（2）地域団体等から推薦を受けた者 

（3）学識経験のある者 

（4）前３号に掲げる者のほか、区長が適当と認める者 

２ 前項第３号の者のうちから依頼した委員は、学識委員として、専門

的見地から意見を述べるものとする。 

 

（任 期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任

者の残任期間とする。 

２ 委員は再任されることができる。 

 

（座長の指名等） 

第５条 区長は、学識委員のうちから座長を、委員のうちから副座長を

指名する。 

２ 座長は、まちづくり会議の進行をつかさどる。 

３ 座長に事故があるときは、副座長がその職務を代理する。 

（招集等） 



第６条 まちづくり会議は、区長が招集する。 

２ 区長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して、意見

の陳述、説明、その他必要な協力を求めることができる。 

 

（部 会） 

第７条 区長は、第２条各号に掲げる内容について、より具体的な意見

を求めるため、部会を開催することができる。 

２ 部会に参加する委員は、区長が依頼する。 

３ 区長は、部会の部会長及び副部会長を指名する。 

４ 部会は区長が招集する。 

５ 部会長は、部会の進行をつかさどる。 

６ 部会長に事故あるときは、副部会長がその職務を代行する。 

７ 区長は、必要があると認めるときは、委員以外の者に対して、部会

での意見の陳述、説明、その他必要な協力を求めることができる。 

 

（委 任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、まちづくり会議に関し必要な事

項は、区長が定める。 

 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和４年４月１日から施行する。 

 

 


